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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 38,993 10.4 5,757 9.4 5,871 △1.1 3,909 △3.1

22年３月期第１四半期 35,329 △19.5 5,261 △27.2 5,935 △28.0 4,036 △19.5

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 22 81 ─

22年３月期第１四半期 23 42 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 176,051 104,512 58.8 608 72

22年３月期 181,388 107,653 58.7 618 23

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 103,554百万円 22年３月期 106,516百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ─ 10 00 ─ 14 00 24 00

23年３月期 ─

23年３月期(予想) 12 00 ─ 12 00 24 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 70,000 4.7 7,400 △5.0 7,300 △5.9 5,000 △8.0 29 39

通期 158,000 6.0 21,000 9.7 20,700 7.6 13,100 2.7 77 01



 

 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規   ─社               、除外   ─社    
(注)当四半期会計期間における連結範囲の変更に伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 174,000,000株 22年3月期 174,000,000株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 3,881,960株 22年3月期 1,708,705株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 171,428,172株 22年3月期1Ｑ 172,334,160株
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当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年６月30日）においては、欧州での財政危機に

端を発する金融不安が懸念されるなか、厳しい雇用環境などから個人消費が引き続き低迷していることも

あり、国内経済の回復は極めて緩やかな基調での推移となりました。このような情勢のもと、当期間にお

ける業績は、売上高が389億93百万円（前年同期比36億64百万円増、同10.4％増）、損益面では経常利益

が58億71百万円（前年同期比64百万円減、同1.1%減）、四半期純利益は39億９百万円（前年同期比１億26

百万円減、同3.1%減）となりました。部門別の概況は以下の通りです。 
  

  化学品部門 

基礎化学品は、アンモニア、硝酸、硫酸など主要製品の出荷数量が増加し、売上は前年同期を上回りま

した。機能製品では、電子材料用途向け需要が堅調に推移したことなどから、「テピック」（封止材用等

特殊エポキシ）、「スノーテックス」（電子材料用研磨剤、各種材料用表面処理剤等）が増収となりまし

た。この結果、当部門の売上高は、126億76百万円（前年同期比13億83百万円増）、営業利益は16億34百

万円（前年同期比４億73百万円増）となりました。 
  

  電子材料部門 

液晶テレビ、スマートフォンなどの好調な販売を背景に、液晶パネル、半導体市場においては、各メー

カーの生産はいずれも高水準の稼働率を維持しており、「サンエバー」（液晶表示用材料ポリイミド）、

半導体用反射防止コーティング剤（BARC）の売上は前期を上回りました。この結果、当部門の売上高は、

72億80百万円（前年同期比８億57百万円増）、営業利益は20億64百万円（前年同期比91百万円減）となり

ました。 
  

  農業化学品部門 

本年１月に米ダウアグロサイエンス社より買収した殺菌剤「イカルガ」（一般名：チフルザミド）の売

上が純増となったことに加え、「パーミット」（畑作用除草剤）、「ライメイ」（殺菌剤）は増収となり

ました。一方で、「ラウンドアップ」（非選択性茎葉処理除草剤）は在庫調整の影響により大幅な減収と

なりました。この結果、当部門の売上高は69億39百万円（前年同期比10億72百万円減）、営業利益は７億

81百万円（前年同期比２億１百万円減）となりました。 
  

  医薬品部門 

「リバロ」（高コレステロール血症治療薬）は、本年６月の米国上市に伴い、海外向け原薬出荷が順調

に拡大しており、当部門の売上高は24億90百万円（前年同期比２億61百万円増）、営業利益は11億91百万

円（前年同期比44百万円増）となりました。 
  

  卸売部門 

国内経済の緩やかな回復を受け、基礎化学品、環境化学品などの販売が伸長し、当部門の売上高は107

億19百万円（前年同期比４億４百万円増）、営業利益は３億74百万円（前年同期比１億１百万円増）とな

りました。 
  

  その他の部門 

エンジニアリング、緑化事業などの減収により、当部門の売上高は65億15百万円（前年同期比16億90百

万円減）、営業利益は１億42百万円（前年同期比３億６百万円減）となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（資産、負債及び純資産の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権、有形固定資産、投資有価証券が減少したことなど

により、前連結会計年度末比53億37百万円減の1,760億51百万円となりました。 

 負債合計も未払法人税等、賞与引当金が減少したことなどから、前連結会計年度末比21億96百万円減少

し、715億38百万円となりました。 

 また、純資産は前連結会計年度末比31億40百万円減の1,045億12百万円となりました。この結果、自己

資本比率は前連結会計年度末比0.1ポイント増加し、58.8%になりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益、減価

償却費、運転資金の増減などから法人税等の支払額を控除した結果、46億39百万円の収入（前年同期は96

億37百万円の収入）となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、化学品部門などの設備投資を中心に17億63百万円の支出（前年

同期は40億81百万円の支出）となりました。 

 また、財務活動によるキャッシュ・フローでは、配当金の支払、自己株式の取得、借入金の調達により

23億65百万円の支出（前年同期は48億11百万円の支出）となりました。 

 この結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は、換算差額８億23百万円を差し引き、前連結会計年度

末に比較して３億12百万円減少し、144億49百万円（前年同期は105億45百万円）となりました。 

  

第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は、１株当たり当期純利益を除き、前回発表（平成22
年５月13日）の業績予想から変更はありません。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する
方法によっております。 
  

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月

10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号

平成20年３月10日）を適用しております。 

なお、損益に与える影響はありません。 

  

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

なお、損益に与える影響はありません。 

  

③企業結合に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12

月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研

究開発費等に係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離

等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」

（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準

に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

④たな卸資産処分損の計上区分の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産にかかる廃棄については、従来は処分費を含めて営業外費用で

処理しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より事業の種類別セグメントをマネジメントアプ

ローチにもとづく管理区分に変更したことにあわせ、原価管理をより厳密に行うことを目的として、

当該廃棄費用については売上原価として計上する方法に変更することといたしました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、営業利益は64百万円減少しておりますが、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

⑤四半期連結損益計算書の表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表

等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣

府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」

の科目で表示しております。 

  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,449 14,762

受取手形及び売掛金 52,361 53,901

商品及び製品 24,451 24,885

仕掛品 324 317

原材料及び貯蔵品 5,678 5,543

その他 6,109 6,633

貸倒引当金 △10 △11

流動資産合計 103,364 106,031

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,166 19,549

その他（純額） 26,375 27,303

有形固定資産合計 45,542 46,852

無形固定資産

のれん 2,838 2,995

その他 1,101 1,143

無形固定資産合計 3,939 4,139

投資その他の資産

投資有価証券 19,669 21,529

その他 3,781 3,094

貸倒引当金 △246 △257

投資その他の資産合計 23,204 24,366

固定資産合計 72,686 75,357

資産合計 176,051 181,388

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,474 14,849

短期借入金 27,161 23,586

未払法人税等 966 4,189

賞与引当金 523 1,697

役員賞与引当金 7 32

事業整理損失引当金 213 213

その他 7,691 8,047

流動負債合計 51,038 52,616

固定負債

長期借入金 17,918 18,540

退職給付引当金 551 545

その他 2,030 2,033

固定負債合計 20,500 21,119

負債合計 71,538 73,735
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 18,942 18,942

資本剰余金 13,611 13,611

利益剰余金 76,247 74,749

自己株式 △4,703 △1,933

株主資本合計 104,097 105,370

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,021 1,881

為替換算調整勘定 △1,564 △735

評価・換算差額等合計 △543 1,146

少数株主持分 958 1,137

純資産合計 104,512 107,653

負債純資産合計 176,051 181,388
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 35,329 38,993

売上原価 21,448 24,811

売上総利益 13,881 14,181

販売費及び一般管理費 8,619 8,423

営業利益 5,261 5,757

営業外収益

受取利息 9 13

受取配当金 287 291

投資有価証券売却益 － 251

持分法による投資利益 420 －

その他 348 284

営業外収益合計 1,065 841

営業外費用

支払利息 160 144

たな卸資産処分損 153 －

為替差損 － 350

その他 77 234

営業外費用合計 390 728

経常利益 5,935 5,871

特別利益 － －

特別損失 － －

税金等調整前四半期純利益 5,935 5,871

法人税、住民税及び事業税 1,534 954

法人税等調整額 317 990

法人税等合計 1,852 1,945

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,925

少数株主利益 46 15

四半期純利益 4,036 3,909
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,935 5,871

減価償却費 2,362 2,395

受取利息及び受取配当金 △296 △305

支払利息 160 144

固定資産処分損益（△は益） 53 59

退職給付引当金の増減額（△は減少） △15 7

売上債権の増減額（△は増加） 2,863 1,336

たな卸資産の増減額（△は増加） △156 159

仕入債務の増減額（△は減少） △895 △177

未払金の増減額（△は減少） △244 98

未払費用の増減額（△は減少） △852 △1,040

その他 886 △99

小計 9,800 8,448

利息及び配当金の受取額 296 305

利息の支払額 △91 △68

法人税等の支払額 △368 △4,045

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,637 4,639

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,007 △13

投資有価証券の売却による収入 2,041 584

有形固定資産の取得による支出 △3,329 △1,277

有形固定資産の売却による収入 72 28

有形固定資産の除却による支出 △21 △53

無形固定資産の取得による支出 △94 △19

短期貸付金の純増減額（△は増加） 244 △854

その他 13 △158

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,081 △1,763

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,267 3,747

長期借入金の返済による支出 △810 △810

配当金の支払額 △1,723 △2,412

少数株主への配当金の支払額 － △118

自己株式の取得による支出 △12 △2,770

その他 1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,811 △2,365

現金及び現金同等物に係る換算差額 130 △823

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 873 △312

現金及び現金同等物の期首残高 9,671 14,762

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,545 14,449
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該当事項はありません。 

  

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

 当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国

内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

 従って、当社は事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「化学品事

業」、「電子材料事業」、「農業化学品事業」、「医薬品事業」、「卸売事業」及び「その他の事業」

の６つを報告セグメントとしております。 

  

 各報告セグメントに属する主要製品 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

報告セグメント 主要製品

化学品事業

基礎化学品（メラミン、硫酸、硝酸、アンモニア、殺菌消毒剤等）

無機材料（研磨剤等無機コロイド等）

ファインケミカル（封止材用等特殊エポキシ、難燃剤等）等

電子材料事業
電子材料（液晶表示用材料ポリイミド、半導体用反射防止コーテ

ィング材等）

農業化学品事業 農薬（除草剤、殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺菌剤、植物成長調整剤）等

医薬品事業 高コレステロール血症治療薬原薬、高血圧症・狭心症治療薬

卸売事業 卸売等

その他の事業
肥料（高度化成等）、造園緑化、環境調査、運送、

プラントエンジニアリング等
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

 
(注) 1. セグメント利益の調整額△430百万円には、セグメント間取引消去５百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△436百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第１四半期連結累計期間において、重要な事項はありません。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注) 1

四半期連結
損益計算書
計上額

化学品 
事業

電子材料
事業

農業
化学品
事業

医薬品
事業

卸売事業
その他の
事業 
 

計 
 

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

9,439 6,909 6,536 2,469 9,212 4,426 38,993 ― 38,993

 (2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,237 370 403 21 1,506 2,089 7,628 △ 7,628 ―

計 12,676 7,280 6,939 2,490 10,719 6,515 46,622 △ 7,628 38,993

セグメント利益 
(営業利益）

1,634 2,064 781 1,191 374 142 6,188 △ 430 5,757
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前第１四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報（旧区分）は以下の通りであります。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 当社グループの事業は、事業の種類・性質の類似性を考慮し、化学品事業、農業化学品事業、医薬品事業、 

  その他の事業に区分しております。 
  

２ 各事業区分の主要製品 

 
  

(参考情報) 

前第１四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報を新セグメント区分に組み替えると以下の通り

となります。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) 1. セグメント利益の調整額△908百万円には、セグメント間取引消去△473百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△434百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

化学品事業 
(百万円)

農業
化学品 
事業 

(百万円)

医薬品
事業 

(百万円)

その他の
事業 

(百万円)

計
(百万円)

消去又は全
社 

(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

22,254 8,911 2,254 1,908 35,329 ― 35,329

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

330 44 ― 5,531 5,905 （ 5,905 ） ―

計 22,584 8,955 2,254 7,439 41,235 （ 5,905 ） 35,329

営業利益 3,323 945 984 148 5,401 （  140 ） 5,261

事業区分 主要製品

化学品事業

基礎化学品(メラミン、硫酸、硝酸、アンモニア等) 

環境化学品(殺菌消毒剤等) 

無機材料(電子材料用研磨剤等無機コロイド等) 

有機材料(封止材用等特殊エポキシ、難燃剤等) 

電子材料(液晶表示用材料ポリイミド、半導体用反射防止コーティング材

等)等

農業化学品事業
農薬(除草剤、殺虫剤、殺菌剤、殺虫殺菌剤、植物成長調整剤) 

肥料(高度化成等)等

医薬品事業 高脂血症治療薬原薬、高血圧・狭心症治療薬

その他の事業 造園緑化、環境調査、運送、プラントエンジニアリング等

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注) 1

四半期連結
損益計算書
計上額

化学品 
事業

電子材料
事業

農業
化学品 
事業

医薬品
事業

卸売事業
その他の
事業

計

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

8,334 6,053 7,393 2,229 8,687 2,630 35,329 ― 35,329

 (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

2,958 368 618 ─ 1,626 5,575 11,148 △ 11,148 ―

計 11,293 6,422 8,012 2,229 10,314 8,206 46,478 △ 11,148 35,329

セグメント利益 
（営業利益）

1,160 2,156 982 1,147 273 448 6,169 △ 908 5,261
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当社は、平成22年４月１日を効力発生日として、当社の完全子会社である㈱ケミカルサービスを吸収

合併いたしました。この合併に反対する株主より、会社法第797条第１項に基づく当社株式の買取請求

があったことにより、平成22年６月２日から平成22年６月10日までの間に自己株式の買取りを行ったた

め、自己株式が2,762百万円増加しております。 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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